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田中沖縄防衛局長に抗議し、罷免と環境影響評価書の提出断念を求める要請

　防衛省・沖縄防衛局の田中聡防衛局長が昨日の報道関係者との非公式懇談の席上、辺野古に関する環境影響評価書の提出にかかわって、「犯す前に犯しますよと言いますか」と述べた問題は絶対に許すことのできないものです。

　まず、女性を傷つける犯罪行為を比喩に使う思想と感覚は何人のものであれ許されないものであり、私たちは、田中局長の重大発言に強く抗議します。田中氏は謝罪し、政府はただちに罷免すべきです。

米兵による女性に対する犯罪が繰り返されてきた沖縄でこの発言がおこなわれたことは、在日沖縄米軍の駐留に責任を負う防衛局長の発言として二重に許しがたいものです。

　また、非公式懇談での今回の防衛局長発言は、「県民の理解を得る」などという言葉とは裏腹に、政府の本心が、折を見て評価書提出強行をはかろうとするものであることを示しています。

評価書提出をめぐっては11月14日の沖縄県議会において、政府に提出断念を求める意見書が採択されています。これを無視した強行は、民主主義の名において断じて認めることはできません。
　私たちは、政府が、辺野古新基地建設のための環境影響評価書の沖縄県への提出を断念し、普天間基地を無条件に撤去する立場で対米交渉をおこなうことをあらためて求めるものです。  
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